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発 明 者／廣田 健

発明の名称 ● 磁性ナノコンポジット及びその製造方法

■課　　題　高周波領域で使用可能な高磁束密度・高透磁率および高
電気抵抗を有した磁性ナノコンポジット及びその製法を提供する。

■解決手段　本製法は、Mg（MnｘFe１－ｘ）２O４（0≦x≦0.4）となる量の、
MgO微粒子、Fe２O３微粒子及びMnO微粒子をFe‐Ni合金粉末と混
合して合金粉末の表面を被覆し、コンポジット粉末を製造する工程A
と、該コンポジット粉末から得られた仮成形体に超高静水圧プレスに
て圧力を加え、高密度成形体を製造する加圧工程Bと、前記工程Bで
得られた成形体をパルス通電加圧焼結して、金属酸化物混合物をフ
ェライト相とし、相対密度92％以上の焼結体を製造する焼結工程C
と、前記工程Cで得られた焼結体を熱間静水圧プレスで処理し、焼結
体の相対密度94％以上とするプレス工程Dを含む。

同志社大学“知”の軌跡 ～特許情報～

同志社大学には、研究技術開発によって生まれたさまざまな知的財産があります。これらの中で特許登録された発明を紹介します。
ご興味をもたれた皆様からのご連絡をお待ちしています。
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特 許 番 号／特許第５５５２５１０号

権 利 者／学校法人同志社

適用分野用途／医薬やフォトレジスト材料分野におけるアダマンタン誘導体製造

登 録 日／２０１４年 ５月 ３０日

発明管理番号／知発１５４5

出 願 日／２０１２年 ８月 ２９日

発 明 者／人見 穣

発明の名称 ● 酸化触媒及び酸化反応生成物の製造方法

■課　　題　高い選択性及び触媒回転数を可能とするsp3C－
H結合の酸化方法を提供する。

■解決手段　sp3C－H結合の酸化方法は、右記一般式で表さ
れる金属錯体触媒を酸化触媒として、カルボン酸の共存下で
sp3C－H結合を酸化する。
（式中、Rは炭素数1～7のアルキル基であり、Mは鉄、マンガン
又はコバルトであり、Lは任意の配位子であり、Xは対イオンで
あり、nは0、1又は2である。）
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同志社大学における拠点型研究プロジェクト

未来を拓く！
ますます多様化する現代社会の課題を解決するために、専門や領域の枠組みに

とらわれず、より学際的な視点で研究活動を展開していくことが求められています。
こうしたニーズに応え、同志社大学では様々なテーマに沿った先端的教育研究拠
点及び研究センターを設置し、大学がこれまで蓄積してきた知的シーズを生かすこ
とで、学部や学科、大学間を超えた世界水準の研究に取り組んでいます。
今回は、研究開発推進機構に設置されている先端的教育研究拠点及び研究セン

ターの中から、「赤ちゃん学研究センター」「モビリティ研究センター」「高次神経
機能障害研究センター」の3つを取り上げ、その特色と魅力を紹介します。

ヒトの始まりを研究する“赤ちゃん学”
子どもをめぐる問題が深刻化し、社会問題としてとりあげられる

ことが多くなり、子どもたちが育つ現場はとても混乱しています。し
かし、いまだに根本的な解決方法は見つかっていません。その大
きな原因の一つに、胎児を含む赤ちゃんから始まる子どもの発達
のメカニズムについて総合的な研究がなされていないことが挙げら
れます。

私たちは、赤ちゃん＝ヒトの始まりと捉えています。だから、その
研究対象が高齢者であっても構いません。人が生まれて成長し、
大人になって老いていく…。発達というのは連続する変化のプロセ
スです。つまり、ヒトの出発点からそのプロセスを追っていくことによ
って、奥深く学問的な謎に満ちた “ 心の起源 ” に近づくことができ
るのではないでしょうか。“ 赤ちゃん学 ”を冠した日本初の研究拠点
「同志社大学赤ちゃん学研究センター」が果たす役割は、そこにあ
ると考えています。

赤ちゃん学研究センター センター長　小西 行郎 （研究開発推進機構 チェア・プロフェッサー 教授）

赤ちゃんの心の不思議に迫る

世界水準の研究で “心”の芽生えとしての“気づき”
心というものをどのように階層化するのか。最も分かりやすい例が、

気づきの研究です。お母さんのおなかの中の胎児の様子を調べると、
10 週目くらいから指しゃぶりの現象が見られるようになります。これは自
分の体を認知する行為の一つだろうと言われています。また、双子の
胎児はお互いを触り合っているという研究報告がありますが、その手の
動きが子宮を触ったりするときのスピードとは明らかに違っているので、ひ
ょっとして相手のことに気づいているのではないかと考えられています。

視聴覚的な観点で言うと、30 週目の胎児に母親の声を聞かせると、
体の向きを変えたり手足を動かしたりします。つまり、母親の声をちゃんと聞き分けているのです。嗅覚もそうで、
生まれた赤ちゃんは自分のお母さんの母乳と他人の母乳を匂いで区別することができます。赤ちゃんの能力は私た
ちの想像をはるかに超えています。小児科や産婦人科の医学分野だけでは難しい問題も、認知科学や情報工
学、音楽などオール同志社の研究成果を融合させることによって、新しい発見や創造が生まれてくるのではないで
しょうか。

発達障害のリスクを胎児期から追う
発達のメカニズムについて研究することは、一方で発達が障害されるメカニズムについても研究することになりま

す。私たちは2012 年度に文部科学省の新学術領域研究として採択された「構成論的発達科学」で、発達障
害の包括的な診断法の開発について産婦人科、小児科、精神科の共同研究を取りまとめています。

いわゆる自閉症と言われる子どもたちは、誰かとリズム良く歩調を同期させて歩くことが難しいと言われています。
また、心拍数を調べると、その揺らぎのリズム（変動の幅）がたいへん小さいことが分かっています。今まで、自
閉症はコミュニケーションや社会適応の障害だと考えられてきましたが、私たちは赤ちゃん学の視点から、そのベー
スにあるのは生体リズムの障害ではないかと考えています。

もう一つ、自閉症の子どもたちはかなりの割合で睡眠障害を抱えていますが、これも一種の生体リズムの異常と
考えられるでしょう。1 歳以内の赤ちゃんにも睡眠障害があることが分かっていて、例えばベッドに置いただけで泣い

てしまう、あるいは寝すぎてなかな
か起きない…。彼らを追跡調査す
ると、将来的に自閉症になるケー
スが見られます。最近の研究で
は、発達障害はどうやら生まれてく
る前の胎児に、その萌芽があるら
しいことが明らかになってきました。
胎児の心拍、手足や眼球の動き、
筋運動の計測はもちろん、様々な
周産期要因や生化学的なデータ
を融合させることで、胎児期からの
リスクの診断技術を開発し、発達
障害の理解や新たな治療法の確
立へと結びつけることを目指してい
ます。

赤ちゃんの視線計測の調査風景

知覚の発達

原始反射へ

運動との協応の出現
認知機能の発達

1. 胎児期からの臨床観察胎児期からの臨床観察胎児期からの臨床観察胎児期からの臨床観察 2. 発達障害の包括的診断法の構築発達障害の包括的診断法の構築発達障害の包括的診断法の構築発達障害の包括的診断法の構築

４Ｄ超音波による
・胎動の診断
・表情の診断

神経学的診断法
（Prechtl）
・GM評価
・原始反射

神経学的診断法
（Prechtl）
・GM評価
・姿勢反射

Soft Neurological 
Sign
精神学的診断法

MRI
計測

心理実験

睡眠調査

社会性の発達

(A01, 02, B02)

(A02, C01)

精神科

B01:胎児期からのハイリスク児の臨床観察による胎児期からのハイリスク児の臨床観察による胎児期からのハイリスク児の臨床観察による胎児期からのハイリスク児の臨床観察による
発達障害理解と包括的診断法構築発達障害理解と包括的診断法構築発達障害理解と包括的診断法構築発達障害理解と包括的診断法構築 (小西行郎小西行郎小西行郎小西行郎)

知覚の発達知覚の発達知覚の発達胎動の発現と完成
接触運動の始まり

認知機能の発達認知機能の発達認知機能の発達

(A01)

社会性の発達社会性の発達社会性の発達

知覚の発現（聴覚・味覚など）

完成

子宮外生活への適応

随意運動の出現と
運動パターンの増加

運動パターンの選択による
減少と自動化

運動パターンの分化による
増加

(A01, B02)

2

4

6

新学術領域研究「構成論的発達科学」
胎児期からのハイリスク児の臨床観察による

発達障害理解と包括的診断法構築
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育児を楽しく、伸び伸びと！
例えば、「いないいないばー」の「ばー」のとき、皆さんはどん

な表情をしていますか？ 生まれて2ヶ月くらいの赤ちゃんは同じ表情
を出したり隠したりしても喜びますが、6 ～ 7ヶ月くらい経つと赤ちゃ
んのほうも分かってきて、単純な行為の繰り返しでは反応しなくなり
ます。つまり、一方的にお母さんが何かをするのではなく、赤ちゃ
んの能力を正しく知った上で、その発達年齢に応じたやりとりをす

れば、遊びはもっと盛り上がります。本研究センターでは研究成果を広く還元するために、様々なセミナーや講演
会を行政や企業と協力して定期的に開催しています。

子どもが何を求めているのか、どういう環境だと健全に成長するのか。子育ての問題に対して、赤ちゃん学に基
づいた最先端の研究成果を提供し、子どもの育つ現場のニーズに応えるソリューションを発信し続けていきたいと思
います。

高齢者の外出をサポートするモビリティ技術
昨今、地方創生をキーワードに掲げた取り組みが盛

んに行われています。地域の担い手である高齢者の
社会参加を後押しする仕組みづくりが急がれています
が、一方で移動に欠かせない自動車等の運転には一
定技術が必要で、そのために外出をためらう高齢者も
少なくありません。

こうした課題に対して、私たちは情報通信を基盤と
したモビリティ（移動体）の研究開発で貢献できない
かと考えています。と言っても、タクシーのように車に
乗れば行きたいところに連れて行ってくれる技術ではあ
りません。視力や筋力、注意力…、加齢に伴って衰
える身体的機能は人それぞれですが、そうした部分は
システムやテクノロジーで補完し、それ以外の正常な機
能を積極的に使うことで運転を楽しんでいただき、いろ
んなところに外出してもらおうというのが、「同志社大学モビリティ研究センター」設立の目的です。

暮らしを変える未来のセンシング技術
では、高齢者に優しいモビリティ技術とはどのようなものでしょうか？ 一つは、周辺にある人やもの、障害物など

を車自身がしっかり認識してくれるということ。高齢者の目や耳となってくれる部分です。今、車からレーザを放射し
てその反射光で対象物との距離を計測・判定するという技術開発が世界的に進められていますが、レーダの届か

モビリティ研究センター センター長　佐藤 健哉 （理工学部 情報システムデザイン学科 教授）

移動手段のパラダイムシフト！

ない死角や急な飛び出しなどには対応できません。しか
し、複数台の車や道路に設置されたカメラ、センサ等と
通信して、「ここに障害物がある！」という情報を共有で
きれば認知確率を高めることが可能となるでしょう。

私たちが考えるモビリティにおいて、それぞれの車がグリ
ッドマップという二次元の仮想地図を持っていて、1 秒後
はここにいる、2 秒後はここにいる…というように周囲の情
報を座標に落とし込みながら移動しています。他の車が
接近すれば、互いに存在する可能性のエリアの重なりの
面積が大きくなるので、他の車と同時刻に同じ位置にい
る確率が高い、つまり危険だと判断できるのです。

もちろん、渋滞した交差点などで、一度に100 台、200 台の車から情報が届いたとき、その計算処理に手間
取っていては衝突してしまうでしょう。デッドライン（締切）と呼んでいますが、実は計算の正確性よりも計算の遅
延のほうが大切なのです。例えば、車が高速で接近してくるような緊急性の高い情報は、流れる情報を保存する
のではなく流れる情報のまま処理することで短時間に伝える。今すぐ重要でない情報や複雑で大きな情報は、クラ
ウドや端末のデータベースに蓄積して確実に処理を行う…。直接通信やセンター経由など様々な回線を利用し、情
報に優先順位をつけることで伝達の方法をうまく使い分けましょうというのが、私たちの基本的な考え方です。

ライフサイエンスと人工知能の融合
モビリティの技術がどれだけ進展しても、実際にハンドル

を操るのは人間です。当研究センターでは、同志社大学
生命医科学部や文化情報学部など異分野の研究シーズ
を活用しながら、ドライビングシミュレータなどを使って、高
齢者が車を運転しているとき視線はどう動くのか、あるいは
脈拍や血圧はどのように変化するかなどをセンシングし、そ
れらの特性を融合させていこうと考えています。具体的に
は、遺伝的アルゴリズムの理論を使って、ドライバーの過
去の運転データの中から、この部分を改善すれば安全に
走行できる…という最適なパラメータを導き出し、人工知

能の機械として学習させていく。言い換えれば、機械が賢くなることで、高齢者の衰えた身体的機能をサポートしよ
うというわけです。

人に優しく、社会に優しく
私たちの進化適応型自動運転システムの取り組みは、2014 年度に文

部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業に採択され、「京都ス
マートシティエキスポ2015」など様々な場で研究成果を発表しています。
例えば、クルマに搭載されたセンサに加えて、街角に設置されている防犯
カメラの映像と協調すれば、障害物の情報など素早く共有できるかもしれ
ません。従来のインフラや交通手段、ITS などの利用も視野に入れてい
ます。まずは、同志社大学が立地しているけいはんな地域をモデルとし

協調型自動車運転システムのイメージ

模擬環境で運転できるドライビングシミュレータ
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結合するという特徴を持っています。例えば、神経変性を引
き起こす要因の一つであるリン酸化酵素を標的にして、その
活性を阻害するような多価型ペプチドが見つかれば、アルツ
ハイマー病などの治療薬開発に一歩近づけるかもしれません。

酸化ストレスと細胞死の関係を解明
コレステロールは生命活動を維持するのに不可欠な化合物

ですが、その一方で脳の神経細胞死と深く関わっていること
が、医生命システム学科の野口範子教授らの研究によって明
らかになってきました。脳には血液脳関門というバリア機能が
備わっていて、コレステロールは食物由来ではなく脳自身が
合成しています。代謝するときには24Sヒドロキシコレステロー
ル（24S-OHC）という化合物に変換されて脳の外へ排出さ
れますが、この24S-OHC が細胞内の化合物を次 と々リン酸
化し、ネクロトーシスという新しいタイプの細胞死を引き起こして
いることを突き止めました。

近年、エビデンス・ベースト・メディシン（根拠に基づいた
医療）という言葉が聞かれるようになりましたが、例えばなぜ
私たちの細胞は健康でいられるのか、酸化ストレスによってな
ぜ死ぬのか…、生命現象に関わる分子メカニズムの科学的
根拠を明確にすることで、今後の医療発展に貢献できればと
思っています。

バイオマーカーで罹患の可能性を診断
三つ目の研究テーマは、ヒト検体を用いた治療法の開発です。アルツハイマー病研究の第一人者である井原康

夫客員教授をメンバーに迎え、インフォームド・コンセントを得たヒト検体の提供を受けて研究を行っています。今、
残念ながらアルツハイマー病の根本治療法は確立されていません。しかし、患者候補になる人を事前に診断でき
れば、発症や進行を遅らせることができるかもしれません。井原客員教授らの研究グループは、脳脊髄液に存在

するアルツハイマー病患者特有のアミロイドβというバイオマーカーのタイプ
を同定することで、神経変性疾患に罹患する可能性を分子レベルで判
定しようと考えています。近い将来、医療機関で簡単に病気の診断が
できるようになれば、予防医学という観点から新しいアプローチが可能と
なるでしょう。

今、国内の認知症患者の数は460 万人、内7 割がアルツハイマー
病だと言われています。介護による家族の負担は並大抵のものではあり
ません。本研究プロジェクトの期間は2016 年度までの5 年間ですが、
昨年度の文部科学省の中間評価では、2 人の審査員からA 評価をい
ただきました。今後は、これまでの研究成果をさらに深掘りし、三つのテ
ーマを包括的に融合させて、神経変性疾患の克服に向けて取り組んで
いきたいと思います。患者さんとそのご家族の笑顔のために。

て、車同士、あるいは車と路側の通信標準を体系づけ、世界中どこに
いても情報がやり取りできる仕組みを作っていきたいですね。

高齢者に優しいモビリティは、すなわち社会に優しい乗り物ということ。
交通の安全性や利便性を高め、多くの人たちが外へ出かけ、世代を超
えて活発に交流できる世の中…。そんな新しいモータリゼーション社会の
実現を私たちの技術がサポートしていきたいと考えています。

生命医科学部の“知”を結集
「同志社大学高次神経機能障害研究センター」は、2012 年度

に採択された文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業
「高次神経機能障害の発症メカニズムの解明と新規治療法の開
発」の実施拠点として設置されました。高次神経とは、何かを記
憶したり思考したり…人が人であるための活動に大きな影響を与え
る神経のことを言います。

一口に高次神経機能障害と言っても種類は様々で、発症のメ
カニズムもそれぞれ異なります。私たちは、生命医科学部や大学
院脳科学研究科等で培ってきた研究シーズを結集し、特に高齢
社会を迎えて患者数が増加しているアルツハイマー病とパーキンソ
ン病にフォーカスを絞ってその発症メカニズムを明らかにするととも
に、新しい治療法開発の道筋を拓けないかと考えています。

細胞の機能維持研究から創薬展開へ
本研究センターでは、他大学の研究者などとも連携し、三つのアプローチからプロジェクトを進めています。一つ

目は、私たちのグループが中心となって取り組んでいる、神経細胞はどういう仕組みで正常に機能しているのかと
いう研究です。例えば、細胞の中の転写因子 Nrf1を特異的に
壊して、小脳に神経変性疾患を起こしたマウスは、その神経細胞
にアルツハイマー病と同じような変性タンパク質の蓄積が見られ、
運動失調を起こしてしまいます。ノックアウトマウスを使った研究で
は、この転写因子は神経細胞のホメオスタシスに関わるような遺伝
子を制御する重要な役割を果たしていることが分かってきました。
マウスモデルを使って、人では難しい実験ができるのが本研究セン
ターの特徴でしょう。

創薬という観点から、医生命システム学科の西川喜代孝教授が
0-157 の研究で独自開発した多価型ペプチドを活用できないかと
考えています。これは任意のアミノ酸が直鎖状に結合したペプチド
4 本から構成される特殊なペプチドで、ターゲット分子に対して強く

高次神経機能障害研究センター センター長　小林 聡 （生命医科学部 医生命システム学科 教授）

アルツハイマー病克服に挑戦！

転写因子Nrf1による神経細胞のホメオス
タシス制御機構の解明
Nrf1ノックアウトマウスが発症する神経変性疾患をモデ
ルに、その病態を詳細に解析する。

神経機能障害に関わるリン酸化酵素に対する
制御法の確立
類似性の高い複数のリン酸化酵素（CaMK）に対する特異的
な阻害ペプチドを開発し、細胞レベルから個体レベルへと応用
を推進していく。

脳のコレステロールは脳内の細胞で生合成される。
過剰のコレステロールは、CYP46A1酵素により24S-
hydroxycholesterol(24S-OHC)に変換され体循環へと排出
される。24S-OHCは低濃度では神経細胞に対して防御的に働
くが、高濃度ではネクロトーシスという細胞死をおこす。
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ヒト部検脳ラフトγセクレターゼが
産生するAβ分子種
孤発性ADと軽度認知障害（MCI）のラフトγセクレター
ゼが産生するAβ分子種では、Aβ38量/Aβ42量の値
（Aβ40量/Aβ43量も）が高い。

特集｜同志社大学における拠点型研究プロジェクト 世界水準の研究で未来を拓く！
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2015 年 4月から、リエゾンオフィス所長を務めております。昨年度まで、知的財産センター所長を兼ね
ることになっていましたが、さらにきめ細かい対応が可能なように体制強化を図り、本年度から兼務が外れ
ました。当オフィスは、研究成果を基盤として広く社会と連携することを目的に、大学と企業や地域社会を
結ぶ “ 窓口 ”の役割を担っています。種々の分野における多様な連携をコーディネートするためのサポート
体制を整備していますので、是非、ご活用ください。首都圏においても本学の認知度向上を目指して、
東京産官学連携オフィスが中心となって「新ビジネス」フォーラムを立ち上げ、本学の知的資源の情報発
信に力を入れておりますので、注視して戴ければ幸いです。当リエゾンオフィスの活動をご理解戴き、ご
支援賜りますよう、何卒、宜しくお願い申し上げます。

リエゾンオフィス所長／理工学部教授　●　藤
ふ じ

原
わ ら

 耕
こ う

二
じ

「2014年度 同志社大学リエゾンフェア」を開催
【日時】	2015年1月21日（水）
【場所】	同志社大学京田辺校地　恵道館201番教室・京田辺Cafeteria（京田辺市）

京田辺キャンパスにおいて「2014 年度同志社大学リエゾンフェア」を開催しました。
今回は同志社大学の研究シーズを企業や関係機関に発信し、新たな産官学連携を生み出すため、「社会を変え

る、市場を動かす！新たなイノベーションにつながる同志社発、産官学連携の可能性」をテーマに、約 270 人
の参加者に向けて本学教員によるシーズ発表やポスター展示を行いました。

恵道館で行われた第１部では、渡辺好章副学長・研究開発推進機構長（当時）の開会挨拶、高畠昌明氏（近畿
経済産業局 地域経済部長）より来賓挨拶、橋本雅文リエゾンオフィス・知的財産センター所長（当時）から産
官学連携活動紹介がありました。松村恵理子准教授（理工学部）、平山朋子教授（理工学部）、人見穣教授（理工
学部）、飛龍志津子准教授（生命医科学部）の研究シーズ発表と、本学のインキュベーション施設である D-egg
の活動紹介を行いました。

京田辺 Cafeteria で行われた第 2 部においては、大学の研究シーズ 89 点のパネル展示を行い、展示をもとに
本学の教員や学生が説明や情報交換をするなど、企業や関係機関と大学と
のマッチングや交流の機会として好評を得ました。また、学内の研究者が
分野を超えて一堂に集まる機会は少ないことから、研究者同士の有意義な
交流の場ともなりました。

第１部に先立ち、本学の研究施設や D-egg の見学ツアーを開催し、本
学の施設紹介を行いました。

参加者からは「大学の取り組みがよく理解できた」「具体的な事例が大
変参考になった」などの評価をいただき、これまでの講演を主体としたリ
エゾンフェアから大きく内容を変更した今回のリエゾンフェアは、新たな
イノベーションにつながるきっかけづくりができたと考えています。

「新ビジネス」フォーラム　キックオフ・シンポジウムを開催

「同志社大学と独立行政法人国立循環器病研究センターの
　　交流に関する包括協定締結記念シンポジウム」を開催

【日時】	2015年3月10日（火）
【場所】	同志社大学東京オフィス（東京都中央区）

【日時】	2015年3月25日（水）
【場所】	同志社大学今出川校地　同志社礼拝堂（京都市）

本学東京オフィスにおいて、「新ビジネス」フォーラムキックオフ・シンポ
ジウムを開催しました。この催しは、首都圏の産業界と、本学の研究資源を
もとに新技術・新産業の創出ができるような連携を目指して発足する「新ビ
ジネス」フォーラムのキックオフとして行われたものです。当日は、首都圏
の企業から 124 人の方々が参加されました。

第１部では、はじめに渡辺好章副学長・研究開発推進機構長（当時）から挨拶と本学の概要や産学連携の考
え方の紹介とともにフォーラムの趣旨説明が行われました。つづいて、NTT 西日本シニアアドバイザー（元西
日本電信電話株式会社代表取締役社長）、前関西経済連合会副会長で、このフォーラムの座長として運営に携わ
る森下俊三ビジネス研究科特別客員教授が基調講演を行いました。その後、本学からのシーズ紹介に移り、三木
光範理工学部教授が「次世代のオフィス環境と知的照明システム」と題して、飛龍志津子生命医科学部准教授が

「生物に学ぶセンシング技術－コウモリの超音波利用の実態－」と題して、それぞれの研究内容について紹介を
行いました。

第２部の交流会では、主催者を代表して村田晃嗣学長から参加された方々
への謝辞とフォーラムへの期待を込めた挨拶があり、社友の山﨑舜平氏（株
式会社半導体エネルギー研究所代表取締役）の乾杯のご発声の後、懇談が行
われました。会場では、講演者や関係者を囲んで活発な情報交換、意見交換
がなされ、企業側の高い関心と熱気が感じられました。
「新ビジネス」フォーラムは、2015 年度も東京オフィスにおいて定期的

にフォーラムやシンポジウムを開き、本学の研究者と企業の関係者が協同し
て、次世代の人物育成を通じた新規事業の創出と、グローバル時代の経済・
産業・社会の動向や課題、ニーズを踏まえた研究企画に取り組む予定です。

今出川キャンパスの同志社礼拝堂で、2014 年 5 月の「同志社大学と独立
行政法人国立循環器病研究センターの交流に関する包括協定」締結を記念す
るシンポジウムを開催しました。一般市民、学生、生命倫理の研究者に加
え、大学、医療、企業、行政、教会、マスコミなど多様なフィールドから
144 人の参加がありました。

はじめに、本学を代表して渡辺好章副学長・研究開発推進機構長（当時）
から両機関の連携活動の紹介を含めた挨拶があり、国立循環器病研究センタ
ーを代表して三石博之企画戦略局長からセンターの現況と将来計画の紹介を
含めた挨拶がありました。第１部の講演では、本学から、位田隆一グローバル・スタディーズ研究科特別客員教
授が「iPS 細胞治療時代の到来と生命倫理」と題して発表し、再生医療にまつわる倫理上の問題について論点整
理をされ、瓜生原葉子商学部准教授が「移植医療をとりまく社会システムと社会価値」と題して発表し、海外と
の比較を含めた臓器移植の社会的受容について考察されました。国立循環器病研究センターからは、松井健志医
学倫理研究室長が「移植医療における研究倫理と臨床倫理」と題して発表し、臨床倫理、公衆衛生倫理・政策、
研究倫理の３つの視点から論点整理をされ、山本晴子先進医療・治験推進部長が「新しい移植医療の可能性と社
会」と題して発表し、医療機器のコンパッショネートユース（公的制度に基づき倫理的観点から実施される未承
認医薬品・医療機器の例外的使用）にまつわる問題について考察されました。

第２部のパネルディスカッション・会場との意見交換は、小原克博神学部教授がファシリテーターとなって進
められました。はじめに、国立循環器病研究センターの森崎隆幸分子生物学部長が講演についてコメントをされ
たあと、パネルディスカッションに移り、限られた時間ではありましたが、会場との意見交換も行われました。
最後に、風間規男研究開発推進機構副機構長が閉会の辞を述べてシンポジウムを締めくくりました。

本学と国立循環器病研究センターは協定に基づき、今後、本格的に医工連携等の分野での共同研究や教育研究
面の人材交流を進めていきます。また、今回のシンポジウムを機に、2015 年 2 月に発足した生命倫理ガバナン
ス研究センターを核として生命倫理の分野でも連携を深めていく予定です。

着 任 紹 介

2015 年 4月に知的財産センター所長を拝命しました。当センターは2003 年の発足から13 年目を迎え、
特許に関する相談・出願・審査請求、権利化された特許の維持管理や、特許実施許諾・成果有体物
の提供・共同研究・受託研究などに関する契約締結、特許情報調査セミナー・知財インターンシップ事
業・知的財産セミナーの開催など、本学の知的財産に関係する様 な々支援活動を行っています。大学の
知的財産に関する成果とその実施状況は、文部科学省による研究力評価の重要な指標の一つとなってお
り、当センターの活動が、本学の評価をさらに高めていくことにつながればと思います。どうぞよろしくお願
いいたします。

知的財産センター所長／理工学部教授　●　盛
も り
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段に速い。従来タイプが数十ミリ秒だったのに対し、小
山准教授は数ミリ秒レベルの速さを達成したという。

「アクチュエーターやギアなど、レンズを動かす部品が
不要で、端末機器のさらなる小型化・軽量化が可能とな
ります」。

この研究成果は、コニカミノルタ画像科学奨励賞
（優秀賞）を受賞するなど、斯界から高い評価を得てい
る。技術革新が目覚ましい情報産業に関わる分野だけ
に、いくつかの企業から共同開発の問い合わせなども
舞い込んでいるという。

医工連携で未来を変える！
超音波が拓く無限の可能性

医工連携にも積極的に取り組んでいる。例えば、病
気になったときに薬を飲むが、患部だけでなく、健康な
部分にもその影響が及ぶ可能性がある。そうではなく、
必要な薬を必要な場所へ的確に届けよう…というの
が、最近注目されつつある「ドラッグデリバリーシステム

（DDS）」の基本概念だ。
「こんなシステムはどうでしょうか」と小山准教授は

説明する。薬剤を内包したマイクロオーダーの単分子
カプセルを患者に投与し、それらが静脈内を流れて目
的の位置に到達したところで外から強力超音波を当
て、カプセルを割って薬剤を放出する…。実は、このカ
プセルは中が空洞になっている。空気と血液（液体）の
境界は超音波を効率良く反射し、強い反射が返ってく
ることから、投与した薬剤が体内のどこを巡っているの
か外から容易にモニタリングできるという。「超音波の
周波数とカプセルをどのように共振させるのか。フラン
スの大学などと連携しながら、その挙動特性や制御方
法を研究しています」。

その他、人工心肺のメーカーと共同で、血液中の異
物を取り除く新しいフィルターの開発に取り組んだ。非
接触の搬送技術を活用し、血栓などを超音波の力でそ
の場に留めて選別することで、フィルターの目詰まり等
の課題を解決する。こうしたコラボレーションは、企業
側からの提案によって実現したケースも多いという。

「大学の研究シーズと企業の技術を掛け合わすこと
で、ブレークスルーにつながる様々な可能性が拓ける
のでは」と小山准教授は今後の産学連携の展開に期
待を寄せる。

決して目には見えないし、耳にも聞こえないが、超音
波が活躍する範囲は無限に広がっている。IT、バイオ、
エレクトロニクス、医療、環境…。同志社大学の若くエ
ネルギッシュな研究室から、新たな発想と技術がどんど
ん飛び出し、世の中を大きく変えていく！

物体に触れずに
浮かせて運ぶ技術を開発

一般に、音は圧縮と引き伸ばしを繰り返しながら空
気中を伝搬するが、そのとき一方向に進もうとする直
流の力、すなわち放射力が働いているという。この力を
使って、物体を非接触で浮かせて搬送したり、形や向き
を変えたり、二つのものを合体させたり…、様々にハン
ドリングする手法研究に取り組んでいるのが小山大介
准教授。「世の中にないようなデバイスの開発が私た
ちの使命」。

例えば、ロープを壁につないで上下に振動させると、
波が動かずその場に止まっているように見える点（節）
があるのが分かる。音も同じで、超音波を発生させる振
動板を底面に置き、その上側に反射板を設置すると、
振動板と反射板の間に定常波が生まれ、エネルギー的
に安定した場所に向かって放射力が働き、小さな物体
はそこに集まり保持されるという。実は、この定常波は
方向性を持っていないが、複数の振動子の振動の位相
を制御することで、定常波の位置をコントロールし、任
意の場所に物体を運ぶことができる。超音波の放射力
を利用すれば、はがき大の面積で10kgくらいの重さの
物体を浮かせることも可能だという。

これら非接触の搬送技術は実用化に近い位置にあ
るが、「空気中ではなく、液体中で、しかも赤血球や
DNAなど微小な細胞レベルのマニピュレーション技術

が考えられないでしょうか」と小山准教授。そもそも波
長と搬送物の大きさには相関性があって、細胞のよう
な微細なものは放射力が透過しやすいため、波長を短
く、つまり周波数を高くしなければならない。空気中の
物体搬送で使われる周波数が数十キロヘルツなら、液
体中は数〜数十メガヘルツ必要だ。デバイスのサイズ
も1/1000スケールになる。「例えば、圧電基盤を使っ
た技術など、従来とはまったく違うシステムを検討して
います」。ナノバイオの分野でLab on a Chipなどへ
のニーズが高まる中、小山准教授の取り組みはたいへ
ん注目を集めている。

発想のヒントは人間の眼
レンズの常識を覆す新たな画像科学

スマホやタブレットで写真を撮るとき、被写体にピン
トが合わなくてシャッターチャンスを逃した…という経
験があるかもしれない。メカニズム的に言えば、機器に
搭載されたレンズが奥行き方向に移動して焦点を合わ
せている。この時間をさらに短くできないだろうか？「ヒ
ントを得たのは、私たちの目の中にある水晶体です」。
水晶体は、近くを見るときは厚く、遠くを見るときは薄く
というように、自身の形を自在に変えて焦点を結んでい
る。同じことを、超音波の放射力を使って実現しようと
いう試みで、そもそもこれまでの常識とはまったく違っ
た技術や発想が必要だ。

理論を簡単に説明すると…。水と油を入れた筒に超
音波を当てると、二層のレイヤーに分かれた境界面が
放射力によって盛り上がり、液体そのものが凸レンズ
や凹レンズの役割を果たす。画像処理技術を組み合わ
せ、今どこに焦点が合っているかフィードバックしながら
超音波の強度を変えてやることで、レンズの透過光を
素早く適切にコントロールできるという仕組みだ。応答
速度で言えば、レンズを動かすより変形させる方が格

超音波の放射力を活用して
世の中にないデバイスを創出
小山 大介（こやま　だいすけ）　理工学部 電気工学科 准教授

超音波エレクトロニク
ス・応用計測研究室で

、超音波の

放射力を利用したデバ
イスと計測技術の研究

開発を行っ

ている。空気中や液
体中の物体を非接触

で搬送する技

術をはじめ、端末機器
などに搭載される高速

可変焦点レ

ンズの開発、ドラッグ
デリバリーシステムの

研究など、そ

の研究領域は様々な
産業分野に及ぶ。得

意なスポーツ

はサッカーだが、最近
では育児に夢中との

こと。炊事、

洗濯、家事全般をこな
す良き旦那様。

Daisuke KoyamaAssociate Professor's Profile

超音波定在波と物体の非接触搬送の様子

超音波によって変形する可変焦点レンズ
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欧米のプロパガンダが
ビジュアル革命のきっかけに

広告表現を通して、社会構造の変化や消費者ニーズ
の移り変わりを知る。そんな独自の視点で広告史研究
に取り組んでいるのが竹内幸絵教授。例えば、明治期
までの広告と言えば、目の覚めるような日本髪の女性
が描かれたものが主流だった。「きれいだけど、記憶に
残らない広告」。しかし、ある時期から表現が一気にシ
ンプルかつ分かりやすくモダニズム化されていく。その
きっかけとは何だったのだろうか？

第一次世界大戦中の欧米では、国内プロパガンダの
一つとして様々な戦争広告が作られた。射るような眼
差しの男性がこちらを指さし、「I WANT YOU！」と徴
兵を訴えかけるポスター、あるいは棺桶の絵が描かれ、

「労働しなければ、子どもの墓掘り人になる」というコ
ピーが添えられたポスター。戦後、欧米のポスターを初
めて目の当たりにした日本人は、たいへん大きな衝撃
を受けたという。恐らく、英語やドイツ語で書かれた言
葉の意味は分からなかったろう。だが、一部の敏感な
人たちは、ビジュアルの持つ訴求力が世の中を大きく
動かす可能性があることに気づいた。「…もっと広い大
きい深い根強い人類生存の、全局面に蔓
延って怒号するような力を感じる…」。まさ
に、わが国のビジュアル革命の始まりの瞬
間だった。

翻って現代は、文字よりも動画や画像な
どで情報を得ることが多い時代。「その
ルーツが1920年代の戦争ポスターにある
なんて意外でしょう」と竹内教授は笑みを
こぼす。

新たな目覚めとの遭遇！
新興写真との融合がデザインを変える

当時のヨーロッパでは、抽
象化されきった構図で、いくつ
かのグリッドの中に写真やイ
ラストが収まっているようなデ
ザインが流行していたが、今ま
で美人画しか見たことのない
日本人に、いきなり受け入れら
れるとは思えない。「中間ス
テップが必要だと言い出す人が現れました」。それが、
濱田増治だった。彼は、訴えたい商品やサービスの特
徴を簡単なタッチで、しかも限られた色数で早く安価に
表現する方法を提唱した。チョコレートやジュース、グ
ローブやバット…。美人画のような艶やかさはないが、
遠くからでもひと目で何かが分かり、人々の記憶に強く
残るイラストの数々。単化スタイルと呼ばれるそのビ
ジュアル手法は、モノを売りたい企業のニーズと相まっ
て業界全体に瞬く間に広がり、やがて商業美術家と呼
ばれるクリエイターが生まれる。
「この時点で、日本の広告業界は、新たな目覚めを経

験することになります」と竹内教授。写真デ
ザインの登場が、それだ。1930年代に発行
された雑誌の表紙を見ると、何かをクロー
ズアップした写真や、建物を見上げたよう
な写真、被写体を重ねたり切り貼りした写
真…。それらにキャッチコピーを組み合わ
せることで、イラスト以上の視覚効果を生み
出す。レイアウトという言葉や概念が生ま
れたのも、この時期だ。「わずか10年余り
の間に、モダニズム広告のつぼみが膨ら
み、一気に開花したのです」。

東京オリンピックで再スタート
くさびから放たれた日本のモダニズム広告

1940年に開催されるはずだった幻の東京オリンピッ
ク。その広報用に作られたポスターは、なんと10年前の
単化手法で描かれたものだった。戦争の足音が聞こえ
るようになると、わが国のモダニズム広告は後退するか
に思えた。「その危機を救ったのは、皮肉にも国のプロ
パガンダです」。国威掲揚のツールとしてビジュアルデ
ザインの力が見直され、国内外向けに「写真週報」や

「NIPPON」、「FRONT」といった雑誌が政府主導で刊
行された。鉢巻姿のマッチョな男性が力こぶを作って、
こちらをじっと見据える…。表紙を飾るその写真を見れ
ば、国民の誰もが日本の力強さを感じずにはおれなかっ
ただろう。モダニズムデザインのすべてが、第二次世界
大戦という総力戦の中で磨かれ、洗練されていった。
「終戦後の広告を見ると、写真を使ったものがかなり

少ないことが分かります」と竹内教授。それは写真表現
に戦争の陰惨なイメージが生々しく染みついていたせ
いかもしれない。そのくさびを解き放ったのは、1964
年の東京オリンピックのポスターだった。様々な国の選
手がスタートラインに並び、今にも走り出そうとしてい
る。写真のブレを巧みに使った、いかにも恣意的なビ

ジュアル広告。もう一度、モダニズムの原点に立ち返ろ
う！これらの運動の先頭に立ったのは、実は戦時中の
プロパガンダの中で活躍したデザイナーやプロデュー
サーだったという。「広告の歴史を振り返れば様々なド
ラマが浮かび上がってくる。2020年の東京オリンピッ
クではどんなビジュアル広告が見られるか楽しみです」
と話す。

自ら考え、答えをひねり出す！
ミニツアーの企画で成長の場を提供

「学生にとって最も必要な力は何か？それは考える
力を身に付けること」と竹内教授。既にある文献を読む
だけでは決して発想できない。窮地に追い込まれ、どう
しても答えを出さなければならない状況に身を置いて
こそ、初めて知恵やアイデアが沸いてくる…。その試み
の一つが、京都の街歩きツアー会社「ことぶら」とのコ
ラボレーションだ。3年次生の学生たちが、独自の視点
で企画したミニツアーを提案。新入生の父兄を対象に
した同志社大学疑似体験ツアーなどユニークなアイデ
アが出されたが、企業を交えたプレゼンテーションでは、

「何百人という参加者を収容できるのか？」「安全性を
どのように確保するのか？」など厳しい質問が投げか
けられ、学生が答えに窮する場面もあったという。「アイ
デアを実現していくとはどういうことなのか。様々な課
題にぶつかり、解決していくことで、学生は大きく成長
していきます」と目を細める。今回、洋館を巡って京都の
近代史を学ぶ案や、農園とイタリアンレストランを訪ね
る案が優秀賞に選ばれ、ことぶらが主催する今夏のツ
アーに盛り込まれるという。
「広告は社会を知る扉！」。人々の心を振るわせ、世

の中を動かすメディアの魅力を、竹内教授は産と学、両
面の視点から発信する。

研究者をたずねて

竹内 幸絵　（たけうち　ゆきえ）

社会学部 メディア学科 教授

Professor's Profile

専門は、近代広告、広告にまつわる歴史社会学の研究。サン
トリーホールディングス㈱に勤務した経験を生かし、単なる学
術研究の域に留まらず、メディアの可能性を実学的な視点で
とらえようと考えている。近代日本ポスターの錯綜の顛末を
徹底して追いかけた「近代広告の誕生」（青土社刊）が好評。
趣味は、サックス演奏。「楽しそうだったから」というのが始めた
きっかけだが、今では「音を振るわせるのが心地良い」と口元
をほころばせる。

Yukie Takeuchi

広告史を俯瞰的視点から捉え
世の中の変化を読み解く

戦時期政府が発行した国内プロパガンダ誌『写真週報』に掲載
された、当時としては極めてレベルの高いデザインの写真広告

竹内 幸絵著「近代広告の誕生」（青土社刊）

第一次世界大戦時ポスター
作：アルノオド（1918年頃）

「新マツダランプ、マツダ真空管」広告
写真週報 23号（1938年7月20日付）

「健康は国力だ！エビオス」広告
写真週報 173号（1941年6月18日付）
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様々な知見を盛り込んだ問いかけに答えてもらい、結
果を分析したところ、予備軍を含めると約8割が燃え
尽き症候群に該当し、深刻な状態の人も一定数見られ
たという。

連続勤務が何日も続いた後、ふと、ハードな仕事か
ら解放される時間が訪れる…。この緊張の糸が途切れ
た瞬間、虚脱感、無気力といった燃え尽きの兆候が起
こりやすい。ところが、加登教授が独自に様々な業種
のエンジニアに聞き取り調査を行ってみると、虚脱
感、無気力を通り過ぎ、7割以上の人が体調に不安を
感じたり、実際に職場で倒れた人も少なからずいたと
いう。これはどういうことか？「日本のエンジニアは
燃え尽きないのではないか。つまり、オーバーワーク
の方に向かうのです」。過労死などの問題がその典型
例だろう。

今まで日本はこうした手法で競争力のある商品・
サービスを生み出してきた。その一方で、燃え尽き症
候群や過労死などで優秀なエンジニアを失えば、技術
承継ができなくなり、モノづくりの現場が廃れる可能
性もある。一企業だけの問題ではなく、社会全体で働
き方のパターンや形態を考え直す時期に差しかかって
いる。

当たり前の企業文化や慣習に
経済閉塞の本質的問題を見出す

新卒者の採用現場で、入社2、3年目の若いリク
ルーターが母校を訪れ、学生たちに企業の魅力や仕事
のやりがいをレクチャーする…。確かに、学生と年齢
が近いため、親近感がわくし、メッセージも伝わりや
すいだろう。しかし、と加登教授は疑問を投げかけ
る。入社2、3年の最も鍛えなければならない時期
に、本来やるべき仕事を中断させ、リクルーターとし
て一定期間外へ出す。「それは、将来の企業力の損失
につながるのではないかと考えます」。

これらはずっと以前から続く企業慣習の一つと言え
るが、その当たり前の取り組みの中に本質的問題を見
出し、様々な変革の試みを行っている企業もある。例
えば、ある菓子メーカーでは通常の採用方法と並行し
て、一度も顔を合わさず、Web上のやりとりだけで
若干名の人材を採用したり、どれだけ自社について関
心を持っているか、オタク検定のような試験を実施し
て、その上位数名を採用しているという。うちは関係
ないから…。もしかして、そう考える企業もあるかも
しれない。しかし、その取り組みが社会的に認知され
た後、見様見真似で同じことを始めても、必ずしも先

行企業には及ばないだろう。「周りを見渡せば、閉塞
的状況を打破するブレークスルーはたくさんある。技
術面だけでなく、マネジメント面からも模索すべきで
しょう」と加登教授は指摘する。

社会科学版 産学連携の仕組みで
世の中にない “ 逸品 ” を生み出す

「もし、わが国にベーシックな体力が残っていて、
まだ復活できるチャンスがあるとすれば、何らかのサ
ポートができるのではないか」。加登教授は今から7
年前、「逸品」ものつくり経営塾を立ち上げた。先述
のモノづくりに必要な様々なファンクションを横串に
したオープン・イノベーションの枠組みで、全国から
14社を超える様々な異業種企業が参加している。そ
のトッププライオリティの取り組みが、プロジェクト
αと呼ばれるものだ。

具体例を挙げてみよう。原価計算は適正な利益を得
るために必要不可欠だが、自分のところのやり方が本
当に正しいかどうか疑問に感じている企業も少なくな
い。そこで今期は、あるメンバー企業の原価データや
生産工程等を開示してもらって、それを各社に適用す
ることでどういう結果になるか試算してもらうプロ
ジェクトを実施した。もちろん、他のセミナーやプロ
ジェクトではできない取り組みだろう。異業種間で
様々な知恵やアイデアを吸収し、切磋琢磨しながら成
長発展のヒントを得ていく。日本の市場競争力や商品
開発力を高めていくために、企業が取り組まなければ
ならないエッセンスが凝縮されている。

「わが国が持つポテンシャルを信じたい。私たちの
子どもや孫に誇れるような社会を、多くの企業や大学
の皆さんと作っていきたいですね」。

Professor's Profile

Yutaka Kato
専門分野は、管理会計、戦略的コスト・マネジメント、事
業創生戦略など。会計学という一定の視点にとらわれず、
技術、経営、マネジメント等様々な社会的要素を取り入
れた研究を行っている。数多くの法人の社外取締役として
も活躍。その本質を突いた、歯に衣着せぬ鋭い提言で、
日本経済・産業を復活に導く。趣味は、テニスとゴルフ、
海外でのんびりと過ごすこと。共同馬主で、愛馬の成長
と初勝利を楽しみにしているという。

異業種の知恵を生かした
オープン・イノベーションのモノづくり

技術やアイデアがあっても、良いモノづくりはでき
ない。資材をどこから調達するのか、コストをいかに
抑えるのか、品質をどう保証するのか…。管理会計と
いう視点から、こうした様々なファンクションに横串
を刺す研究に取り組んでいるのが加登豊教授だ。安く
モノを作ろうと思えば、価格を競合して、一番低い見
積金額のサプライヤーと取り引きすればいい。しか
し、サプライヤーにしてみれば、コストが下がって利
益は出ないし、無理をすれば納期が遅れる、品質が下
がる…。結局、社会にとって何の利益にもならない。
買い叩くようなマネジメントではなく、「多様なサプ
ライヤーの知恵を借りてイノベーションを生み出して
いくのが、世界のモノづくりの潮流です」。

例えば、自動車のワイパーを動かすモーターを開発
するとき、メーカーがサプライヤーに伝えるのは、
「できるだけ小型のもので、耐久性があって、コスト
はこれくらいで…」という漠然としたものだ。言い換
えると、縛りのない自由な枠組みの中で、それぞれの
サプライヤーは自身が培ってきた技術やノウハウを生
かし、様々なアイデアを提案することができる。メー
カーが思いもよらなかった製品開発につながることも
多いという。「市場競争がグローバル化する中、オー
プン・イノベーションの仕組みづくりを急ぐべきで
は」と加登教授は説明する。

燃え尽き症候群から見えてくる
日本人の労働パターン、あれこれ

以前、加登教授はある自動車メーカーと共同で、い
わゆる燃え尽き症候群に関するアンケート調査を実施
した。「朝、会社に着くとすぐに時計を見てしまう」
「終業までの時間が長く感じられる」。その企業で働
く全エンジニアを対象に、経営学や医学、心理学など

会計、経営、技術、マネジメント…
学際的視点で日本経済を再生に導く

加登 豊 （かと　ゆたか）　大学院ビジネス研究科 研究科長／教授
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